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Abstract 
Horace， hearing lhc news 01、thevictory 01' OClavian at Actiul1ラ beginshis ninth均')odewiLh 
“Whenぅ happyMaecenas， shall 1 with thce， drink Lhe Caecuban wincラ whilellutc and Iyrc lllakc 
l1usic with Lheir mingled Il1clody of 、Phryg引1(1川n(11ηC吋clDorυ'ian Slじi勾a山l口Insつ
Doria川nSLra山i口川IηlS"hacJ alrcady appearecl in rhe thircl book 01' Plato's Repllb/ic whcre it was recollllllencled 
for his icleal republic. Howevcl・う Horace encls his last song in the fourth book of Lhc Od.凸 with: “Al1icl 
Lhc giCts of sacchus， with wil、eand child we lirst will ])1乱ythc gods， rhcl after our l'alhers' wonl， in
Illeasures joined 10 slrains of Lydian 11ules， we will hymn the glories of thc he1'oic deacl、Troyand 
Anchises and Venus' ofTspring". The "Illeasures joined to strains of Lydian日utes"had also礼ppeared
in lhe third book of Repub/ic、howevc1'， as a Illelody which shoulcl be rejected froll the pedagogical 
systel1l 01' the icleal rcpulフlic.How can we put these I¥VO passagcs of Horace in relaLionship with each 
olher in thc contcxt 01' his religioLls thought'i Horace begins his siXleenth Epode with:“Already a 
sccond gene1'ation is being grouncl 10 pieces by civil wa1'' Usually“a second generation" in this 
vcrsc is inlcrpretecl in a historical conlcXI: the IrSl gencralion then was thal 01' Sulla's tille and lhじ
sccond one was the one after Cacsar's crossing 01' Rubicon， elC. However， itis obvious thal Horace 
wrilcs this L三jJodein the lllylhical I、ral1c01' lhc“Islands 01' lhc slcssecJ". Sincc he had日Ircacly
expericnccd defc21t as a w乱rrior01' BrlllS' 1'01・ccs，he 111告1have been keenly aware 01' lhc sinfulncss 
01' lhe "civil w21rs" Thcrcfore、wecan surmise lhat Horacc unclcrSl()od hilllsell、nolonly as a 
“prophcl"， blt also as a“Muse's peaceful pricst" fi'o!1 rhe very beginning 01' his poclical aClivilics 
Thc go礼1or his invitation 10 gel away n・Ollthe accursecl capital cily hacl ¥0 be !he isolarecl“islancl"， 
i.e. the icleal worlcl cxpresscd in his own pOCl1s. Plalo's Repllb/ic aSSUllles lhal l1ilitary exercises ar亡
inclispensablc 1'or lhe ideal rcpublic. However， Horacc could 10t (にCCplthis vic¥V. ¥ヘlecan concllldc 
lhal Horace's queslion al lhc beginl1ing 01' his ninlh凸)odewas a rhctorical one， ancl hc could al lasl 
celebratc the peacc 01' ROllle in singing lhe Aeneid togelher with the ROlllan people in the Lyclian 
11l1lC， which was nol perlllinecl il Plalo's rcpllblic. 
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19) による{アエネイス j が公刊されたことから大いに乃討をを交付'ている。 U~]
ホラティウスら~.アエヰイス i を口…マ ï1J"民とともにし，、オクタウィアヌスロアウグストゥ
ス (flii63…銭によってもたらされたローマのユド和を IjI，山政しようと l呼びかける内作になって
1，¥ 
nosquc ct lucibus ct sacris 
inter iocosi l1unera Liberi 
cum prolc matrol1squc noちtns
ritc dcos 
V日.tL!leCUl1ctos patrul1 duces 
Lydis remixto c8rminc tibis 
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災〉 えるのは川、つの だろうか、とホ
Quando reposlulll Caeじubulllad 
viclore lactus Caesarc 
leCUIi1日ub<1lta (si lovi clo!l1o今
beatc Maecenas. bibam 
日onanlcmIxlulll tibis carmcn 
hac DoriLII九 ilisbarbaruJ1、
uL l111per， aClus cum li-cto ち
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37 -:38 . "curam melumque Caesaris iuvat dulci soh引 出する心労と























れるべき IIII ， :H~ と考えもれている o 誌のトマスは{おそらくホラティウスはドザス j孔、アリ
ア風、またリュディア換の IIJ!Wf~ について、 JJゴ市には生11 1)有なかったであろう JとJ差出1してい νo
家，~によれば、ホメロスに蛤まる々への設そ rl=t心とする叙事詩や悲劇誌は[ミメ
3 
人rCilSIlJ(I!じsTwkuh:1 37 : J -22司 20J(j
4 
シス として、プラトンのIJ1えるJ'l[fJ1lm家からは排斥される(398a)。一品ブゴ彼のJll0J.lIJil家は、
!日l家の守i詑有{I)~filì となる打者に刈し、…定JりJI 日J íìilX~L としての鍛剣u を義務づけており、そのな
I~(でも、 1'iJt I II を弛緩させ柔弱な気分にさせるメロディはVj:Ji:されるべきである。その1:1に合まれ
るのがうi亡のイオニア刷、あるいはリコディア;lJ，iiJと1'f-ばれるII!訓であり、これに対してJ:J主のよう
に、プラトンのJ1i!恕Ilq家において l出められるものが、 ドリス剥ないしアリュギアj)iiJということに
なる (3~m十3~)9a) 。 もとより、 プラトンのイデアl;J治i命Iに先するk言義完li論命. F~司~I 言家て li近詰論i自命iì の j相似jμ~)ω)J点I主:には、 :立;!t泌ω
j迎!l主i巨iù到助~立功1力D をを-j対矧Mi定とするものとしてのLム¥シケ一 、"うi
L20αω04)0 
もし j ェポディ~ m 9::日(におけるはII~rlj 人).ITï1の j が「フリュギア凪の j と WI~ されるとすれば、
ホラティウスは、この抗日放では「ドリス!孔」および「フリュギア!此!の;Uiuべで、すなわちプラ
トンの JI 目立!I~f\1家において許されるメロディで、オクタウィアヌスによるアクティウムの j!Jj: ìj況をい
っキげるだろうか、と|向うていることになる(そのニュアンスのJIリ併は多でありうる)。その







i:設とH!刈1守することで培われた姿勢をLry.り IUすことができるのではないだろうか。木机は以 I~ 
のような!日J注意識に立って、 rエポディ 1から加4::0~ に亙る ;J，ラティウスの討イノド日iu;りの
な I~( とな義を再考しようという試みである。その!際、ホラティウスの作JIlli の 1:1:1 でも特に、必初期
のものと ijfえられる['エポディ 1節目"放を考察の仁1心にJmえたいとJ3う。
1刷脱出
ますご初めに、ホラティウスのl:y)Jを;ilっておきたいo 1)支の外ゾドは níj65~1:_ で、ある。ローマで;JI~
tE教古ぐを(~'~)Æl ~ilJ 持 J1 1.6.76以下)、品売し¥てアテナイでアカデメイア派の析学を学ぶ o干Li:ifj'j 
2.2.43-45 : "acliecerc bonae paulo plus孔rtisAthenae、scilicetlt vellem Cllrvo clinosccrc rectum atqllC intcr 
silvas Acaclemi ljuaererc VCI・U!11"0 アテナイの麗しき技芸がさらに少しばかり加わった。つまりわ
たしは、 Ill!がったことから正しいことをiHiX)JIJし、アカデメイアのjftの1=1/で兵JIJ!を牒究しようと望
んだのだJ)。これはおそらくテオムネストスからで、あった (Rlldd1989 : 128)0 1皮は、ブルトゥ
スJIL に加わりïÌíj42~r=.のフィリピの ìj吹いに参加l したが、 ìj伎がji を高iíUJ){する(町村 2.2 .49 、
2.7.9 : 3.4.26) 0 !放軍に属した彼は、父~mの地jリ?を没収されるが o 子'i:íl日，Jl 2.2.50)、オクタワイ
アヌスから似される o にも己jのl肢をJRえるだけの!材)l(が桟されていたためにこのl似を
干に入れ、続いて騎士附紋をも位ねする a訓リIL詩]1.6.58以 1':)。 前40年代後半には、ウェノレギ
人(L':JSludiじSEukuhil 37 : 1-22、2016
リウスおよびワリウスと出会う。彼らの勧めもあり、前39/3811':t.丘、ホラティウスはマエケナス
との交わりに入る o訓京IJ詩j] 1. 6.54-5) 。グリマノレの推定に従えば~.;¥!f¥l刺 jtr'5 1 Jの/1¥)¥反はlij
35/341f.、ガワースによれば|可抗 2巻と『エポディ jのI¥J阪は!日301ドとなる。さらに f政見 U)
l巻~治 3巻のIUJ以はnij231r:、『書fiJ詩iの第 l巻は前20{j三、 i可抗 2巻はTi日14il:、['i政市jの第
4 をは lìíj13 1r の II\J以になる口彼はnÍj 1711~ の「世紀祭J における総iJif;符の立J劾を任され、!日'f 8 
1 月2711に没している(以J二Gowers2012 : 3)。
上似のように、 l エボディ』はホラティウスによる敢初J~JJ の作 Jill を収めた持集のーっというこ
とになる。この『コニポディJは乏格3i{1子 (iambictrimeter) を奇数行に、|可じく長特21'1
子 (iall1rヲicdimeter) を偶数行に配した I手形の誌を多く合み、このタイプのものが全1口7f:J)，干
;的!り0炊~ 7)均か、ら箔 10耐"牧り炊(までで、に]及kJぶ~ 0 この形式の付はパロス山のギリシア詩人アルキロコス(前 7世紀)の
詰IJVfì になるもので、間米「人を ~J fI)t合する 11~符のが意味されるようになったとされる(鈴木
2001 b : 68-(9)。ただしには、アノレキロコスのJIれ、たj伝式は「エポドスJ(Eπωooc) であり、
この1tにIy，jしては後に論ずる。
さて『エポディ，ij のうち第16;放は、おそらく前4Iijミの作だと忠われるが、 rI)~ Jiしと絶望の
とも ;lf される。ローマ市民に対し、 1~乱の首都を j泣け「ヨドいの二|二地 J (arva beata， LJ)οdi ]6.4]) 
にいlけてJJ5UHしよう、と 1乎びかける内特を持つためである。
1l0S 11日IletOceallLlS cirCLlIl1V日gus:arv司、 beata
pCtall1LlS arv孔 diviteset insLll日丸 (EjJodi 16.41-42) 
「われわれをf守つのは、ぐるりを取り 1mむオケアノスだ。かなたの地、幸福のi也、あのま
かな品々を I~H日して、われわれは行こう J










)ゴ者j二二人」という立!沫Jこ蘇らせ、ホラティウスがこれに続いたとf併する (rl=qJI]976 : 305)。
ここでは中ILJilS(に従い、ひとまずウェノレギリウス先行!況をJ采っておく。
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上にも記したように、この『エポディ]第16取は、これまで|政治詩jのーっと見なされて
きた。グラックス兄弟による民地改革の試み、および彼らの|市殺 CniJ 133および前121) による




~;!sづいている。もっとも、ホラティウスの "J:_r)とをよ21くものとして、 li虫:治li守ノ¥J といったレッテ
ノレを !b'i ることには、われわれは ~I!I 然ためらいを党える。そこから|二辿の l十I1Li氏のように、 vates






ホラティウスの南京さを、後のキリスト教H)Jのi'日'11;I~I: から llX~ らし返し、よ :j く IÎ判Illi する者が多い
が、その iやでも特記すべきはピ ギ(1898-1978) である。ピーギは[ホラティウスの引なる
について」と題する論文において、次のように述べている。「ホラティウスは、，11~ きた )1恥J~ [1'1 
然[内科示〕のj言、iりくを感じ取り、 +ljの当日なる)五言者として、いわば付!の言企業と化した。 この I主人
は、千"，的な意認iの解釈者、またローマ古米の教えの守り子として、 J文芸の熟達者として、羽1)，じし
くも祭司また狽言者と 1I子ばれて然るべきであるJ(Pighi 1962: 175) 。ここからもうまfHí~されるよう
に、ピーギはソクラテス、プラトン、アリストテレス、ウェノレギソウスとともに、 Hらをva[cs
として、 ま7たこsacωcel印iγK吋-工寸d巾10sC 1-完祭モ可 . 千判神Ij申iド1官J; n玖功枚~]市?吉d 3.1.β3 
して立て7たJホラテイウスを、キリスト到来以前の!とl然的啓示を受けた者ーと Wtづけた。 ]957年
以降のホラティウス研究史を若したドフソレホープアーもこの点を特記しつつ「このおLにIY:Jしては
継示者を凡出しがたしづとする (Ooblholcr1992 : 70)。
筆者ー は1995ir3月に発表した論文「ホラティウスによる[アエネイス.1JUl解の試み-+"1学と
しての IL~Îy!(: i:L， ~ Il.学 J (秋I-LJ1995; I [ I二Ili%J と呼ぶ)の I~::jで、上のようにピーギの i況を引き、そ
の説に賛]立を表していた。その H~拠として筆者が寺勺ア、たのは、やはりまずホラティウスによる
vatesJJ日併で、あった。この;活設はホラティウスの作中、次のような「走行リ?に JJ~れる。
quoclsi l11C Iyricis vatibus inscresち
sublimi reriam sidera venice. (Cピtrmll7α1.1.35-6)
「もしおまえが、思考による預言者詩人のうちにわたしを加えるなら、わたしは民をおく
してj己反を打つであろう j
ノ1じaSlu(/rω J:.，'ukuha 37 : ]-22，2016 
Romac principis urbiuJl1 
dignatur subolcs inter alllabilis 
vatul1 poncrc Il1C choros. (Co/，I/1;170 4.3.13-15) 
Iri打者I~il:のミ[たるローマの子らは、者詩人たちの愛すべき合1I日|滋の l:jlにわたしを加え
るをよしとするJ
これ以外に、 v，1t CS というは~.命!の400行にも J}~tしる(後;Æ:)口この~，治~ 391行から
403行にかけては、、 1+1[1的なる日[者ーたちJ(400)、すなわち「械れと日'Aなるものとを分かつJ
(397)存千王として、オルブェウス (392)、ホメロス (401)、テュルタイオス (402)の名が挙が
る口日I~ní，j ，~の注釈者ウィルキンスによれば、このvatcsの内実としては[リノス(オノレブェウ
ス)、ムサイオスなどのtl[r日(1句ri主人Jが考ーえられる (Willοns1950 : 408)口これらの i市・人たちの
名は、伊IJえばアリストアァネス(1030-1036) などにもほとんど 11 1]じオしを)点してイ主主~j す
る口
者がIL tj'::j において、ウィノレキンスによる J日 Ji~;ij にイ火 J処する形で示した典J処は、初則ギリシア




{jhする<持による克の導き>とは、ちょうど〔主主主!所のJI m~れ幕J の意味を J守っていた J O'ス










Ocli proCanul1l vulgus ct arceo句
1~I\'cte linglis : carmina 110n prils 
elldita MlIsarUIl1 saccrclos 
virginibus pucrisqucじanto.(Cmソ71;1703.1.1-4)
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I~I らを「ムーサイの祭司J と規定する詩人にとって、不河!な民:'N<vlllgllS prOLi1l11llとは、)，'f1+す
る空間]を別途結押することを余(誌なくさ II る。 IliJ じ先立(は、先{こ vatesが J:1{~/L る的!貯として挙げ
?こ の次のにもよLられるだろう。
silveSlris homines s乱ccrinlcrpresqlle deGrlll 
cacdibllS et victu 1'oedo clelerlit 01‘pheus、
dictus ob hoc lenire tigris rabidosqlle leones ; 
dicllS et Amphio円、 Thebanaeconditor lrbis， 
saxδ 1lovere sono lestudinis et PI・eceblanda 
clucere qllO vellet. fuil haec sapientia quondalll， 
publica priv日lissecerneI・e，sacra profanis‘ 
concllbilu prohibere vagoラdareilra marilis、
oppida Iloliri， lcges incidere ligno 
sic honor et nomcn divinis valibus alqllc 
carminibus venit. pOSl hos insignis HOlllerus 
Tyrlaeusqlle mares animos in Martia bella 
vel・sibuscxacuit. (Al・I'Pοどlico，391-403) 
「祭司で (sacer)t1j1事の解釈者であったオノレアェウスは、野蛮な人々に刈して殺裁と伎






オスが、 h:ií: 々しき ~!í 'Hl[ l を伝き戦いへと詩行もて駆り立てたJ
l二の一一節の'lfi' I こ fJ~ れる saceIーは「当'{なる j という床であるが、古tL(1九アクロ)によれば
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[分かつ」という勤前secernereは、 fエポデイ巴j第16故にも現れる。
luppiter ila piae secrevit Jitora genti、
川 inquinavitae日 tcmpusaureUlll. (lネ)oc!i] 6、63-64) 






AJtera iam teritur bellis civiJibus aeta丸




(GarrisoJl ]991: 193)。一万マンキンはこのaet討をめぐり、「世代jをも 1寺代jをも、ないしそ
の双方をも意味しうるとして、もし前者であれば IW1世代j とはカエサノレとポンペイウスのtJ'c
~jI- ;を指し、もし後者でめれば、 r~'3 1のi時代Jとはやはり上記のマリウス、スッラ、キンナ、レ
ピドウスの対立の|時代(前88-77) を指す一方、ここで語られる「第 2 の H寺代 J とは、前50~1ミ




トニウス、オクタウィアヌスそしてセクストウスの 11寺代であり、「出 1 の II:Ji代 j とは、前88~1: tl~i 






2のIlt代(11ミ1((-に)は j と 11己されているのであるから、[第 l の LU~ 代( II~J:代 )J を IJ~ííiしの 11寺 }tJ] と IÌÍj捉
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n，0.nj^，'n.，!C， dCVOl i 日<1CI<l弘、
r1l1川!日 ()CC叩 abitur~泊 IU 1l1 16.9-10) 
/L }，) ;lL 、 I~l~われた r(110コイミ J政な
によって I巴されるで、あろう i
するで、あろう、そしてその~Uili 、
これらの間から、このおi~1 に、し、わゆる r-5 









525 と )j什 106行から 202行、~寺に 1 (1()… 17:i 行{こ
t!J1々 :土、主主初にAIIJのの料品i
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? ?
そ して、 こtれLら4令 主裂~ . 古3持銅1;ド刊i司Jの干話仔綿M兄正束主即辻j占主担{にこiまる転1りι3














このようなヘシオドスの出江主によJし の 111]に完封í~ の 11S' 代が介必ずるのか:
とし、う疑1¥]がl:じる 。そして、 !l与代、そのひと 。〉 あ
?〉???
Arc:I Sludics Ellkuh:l 37 : 1-22、2016
この英h:if~ の W!j:1-~ にこそトド十il\者のおJ という付切な同話が見られるのであれば、金の|時代から
英)iif~ のIf~'):代までを í .fJ~1に以前のi時代Jすなわち 1-JI口組の|時代j、それに続くのが鉄の|時代として
の JJ~夜、とする月H併がなされても不合JIIlではなかろう。叫するにへシオドスによる附|対では、
金.jiJ~・ }:IIÍJ ・英雌の II ，j':1-~は、すべて仮想 1-，の JIIl JJ.!の 11 、it代に ;B ぎないという解釈が可能であろう。
アラトス以後のヘレニズム・ローマ人たちが、ヘシオドスの i)J;J~ する +/iJI斗から逸れ、金. jiJ~ . 
jilIj • j，失という)孔にJIU社?に1、?代が-1"1冷する附1;(1を7Jミしているのも、 (j:Ijの1，引ー にまでをや1;:日|サな1守代
としたうえで)革本的にこのような即日解の許に ~Ú:っからに他なるまい。
すると、『エポディ .1ITJ]61:孜9-]0行目をめぐり、この「干I}びJ(J 0)は、必ずしもjt史上の
] _jの|叫:代に次いで 1]:びjという，む味ではなく、ヘシオドスらによって i出られた(村!日|二の) 1鉄
の 11 ，'):代 J に次いで「現収再びj 、の意味だと JWWI~することも不可能ではないだろう o aetasがよ円い
られながらも今度はilllpia という形作昨が行頭に付されているのであるから、[第]のl1I:f~ _jがや
はり(制実に) 1不敬なJIk'H~で、あると前加する必要はないと j芯われる。 結局、先の第]行にお
けるalleraaet川、および約 6行におけるimpiaaetas双方ーの日|リ併を併せるならば、ホラティウスは、
英kif~1在十にまでを出なるJIH氾!のI，J:代としたよでJ'l身の 1¥リ!時代を(ヘシオドスの) 1 jiV(の時代j とI，'J
-祝する， tlj1i¥1i1吋j?;史観に立っていると月H解することができるのではないだろうか。
VI. 離島
さて、へシオドスにおける吋両者の jゐ J に l該当するのが、ホメロス!オデュッセイア 1 に S~
られる「エソュシオンの野jである a行'ユ;-t17.iJ 4.5(3)o iゼウスが設り立てられるメネラオス
よ、 flP々 の相lベ士によると、そなたにはY!:jが平をfさむアノレゴスで生をキ冬え、当打を井」たすはずでは
なく、 It':Nの民てのエソュシオンの野へ、不死であるtl[l々 はそなたを辺り JDIけるであろう、そこ
は金髪のラダマンテュスが(治めるところで)、人間にとってこのとなく生前の安楽なliであり、
もなく、冬の)D~しも激しくなく、大も決して|昨らず、年 1=1二l オケアノスが官出く吹く凶)孔の強い
j之、ゅくをり jムんで、ノ\.II\Jたちに生女'~を ll\，[り ))i さ wせるという口それもそなたが、へレネを妃とし、
ゼウスの姉であるためだがJ(寸デュッセイ7.]4.561】5(9)。
ウエストにによれば¥ここに;呪れる[エリュシオンの聖子j と「三;吋話者たちの山j とは|メ:別し昨
く、 iヰ什1，¥者たちJ(póxuρεç) は、ギリシアのか;統で、は;n~; に ítlP 々 J をな IN;:する。これらのれド
til';可!?たちjすなわち例外的な人IUたちが、 I{:;J;に十"1々 との製安をキぐことをWrされ、かくして彼ら




，1;，] J があり、その，Ì<<<りをオケアノスのそよ凪~ 7)01吹く。そこでは rl~・ {!i の花が吹き誇り、ある花はよ;i
j立で出I(く初々から、また川lの花は水がいつくしむ口 f皮らは花怖を己が子で織り、ラダマンテュス
の_IL~ しきな lt'J の ;jJF に花JÚ を m く。このラダマンテュスを、大なる父tljl/土、忠実な肋者として
11 




















ereptU!1 Stygiis JluctibllS AeaCUlll 
virtLlS etLwor et linglla potentiul11 








らの詩作J品足品iの7]永<く述{空引性!つ生tを!自士ヨ1負:立Lする l歌章』 第3巻の末j足毛、 第30歌からも証明されよう。
Exegi 11101111l11entUIl1 aε1・eperenlllUS 
regaliqlle Sitl pyramidlll11 altils， 
quocl non imber edax、nonAqllilo impotens 
possit dirllere aut innul11erabilis 
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65-66 QIIOIilI71 piis secul1da vale me dulllr斤Iga.Quorum saeculorumラscilicetaerei ac ferei， flga vobis 











(1) A Itcm iαm IcrillJ' bcllis civiliblls aclω. QllaeriLur in hac egJoga今 quodbeJlis civilib山川Ilus日nls






一応応;このように里附rm解してある O もっともへシオドス『農と尉]に遡る i5時代の説話jなどで、
151時代jを 15世代jと併することはごく自然である。つまり「金の世代JI銀の佐代Jなどと
いう表現を川いての国併には、われわれにとっても無理のないものであろう。そして実際、先の
65-66行への注釈のl十lではQllorumsaeclllorum， scilicet aerei ac ferreiという文面から明らかなよう







































。ホラティウスが1' す Ij 
のでるったと考 し、。
さて {エポヂ]61款は、 tJ，J二の;まか、 {作ノう乍iド川川川f九汀叶サlJ山古iiIIi一レi村l吋;こ C又れ“ピ1'a川iはiれ[凶iれl という?形巴容iλ:三河;司4 が二 Jぽ芝引lハ11ハ~しい噌イハl 、られてい
ることで、tも)討注i巨I目三ヨI(にこt慌主付すす-るむ
nlla sit hac potior SCl1lenl点、 Phoじaeorulll
velUl cxsecrala clvJlaち
agros La1'cs patrioちラ habitanclnollcrana 
ct rapacitヲLlS
れで quocumqueiヒrcnl，qUOCUI11守口eper undas 





ここで fブォカイアの 1IJ としてi;llかれているのは、ヘロドトス お1呑(1 、，
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JJ~れる(山ポである。イオニアのフォカイアは、前540年ペノレシアに山imi される。 降参するよりも
むしろ、と人々は+1"像や供物をJ12えて 1]"を以来することを決意する。彼らが目指したのはコノレシ
カ山であり、その前に彼らは、誓いを似る者ーには大きな I~G し 1 が降りかかるよう祈るとともに、鉄
の体を{jJ:に投じ、その仰が7手一|二するまではフォカイアに反らないことを誓い合った、という。ヲ
の 1-日I¥lJを伴う をすexsecrata(くsacer) という泊先は、再度次のようにmいられる。
ha心じ et正Ill<lCpotcrunt reditus abscinclelでdulcis
Cal11S Ol1nlS cxsccrata Clvltas勺
alt pars inclocili l1etior grcge. (lネJoc/i10.35-37) 
[これらのども、またtlーし叶J還を!iJi'ち切りうるような事刷を、われわれは|主lを挙けナ、
|呪 illl と共に有って旅立とう。あるし、はjm"~1 な出衆よりもましな一部分だけでも J
また先にうい¥た--f(r'jにはI!J兄I¥J(prorllgerc; LネJodi16.18)という誌が現れており、このイメー
ジは、末)毛の部分でも再:r7':j場ーする。[逃亡JCruga; LiJ()()i 10.66) がそれであり、これは前市でポ






scd iurel1us in hacc : sil1ul il1is saxa renarint 









をな l床する江(pÒÓÇ にiJj 米する、というのが従米の~~J~(I句な見解である口これはクインティリアヌ
スが『弁論家の教育J 第 10巻(10 .1 .96) において、ホラティウスに刈ーする m~fの文!Jjfc の中で、
当I支ラテン のij，I}幻|三として;欠のようにepodosをmいていることに LU米する。“cuius(比
15 
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iallbi) acerbitas in . Horatioヲ quamqllamili epodos intervenit， reperiatlll・"uイアンボスの激しさは、
ホラティウスのうちによ1出さ ~Lる。もっともホラティウスにあっては、イアンボスにエポドスが
介在している J)口この文jJ)(\ で、epodos は 2件数主格である。もっとも昨書には別)!~として、主格にラ
テン詰風のepodしおも併記されている (Glare1982 :“epddos (us)ラ Iつ。一方、この刊誌の被数主栴




マ文字で、epodonJiberと記されている (ShackJetonBailey 1991 : 139 ; Wickham -Garrod 1901 






拠である。そしてホラティウス自身は、 j歌主主j第 1巻第161放において(1.16.24)、((IlC quoqllc 










このtπC901iという話葉は、ホメロスの『オデュツセイアJi こ吋αOlOlí という話)!~で初出し、 1 1日文j
といった意味が原意である (rオデユツセイアJ19.457 ; 11呪文を|唱えながらJ，IA1， ¥ J(IJを止めJ)。プラトン








入rC;JSllidics 7、:Wkllhil，'-37 : }-22‘20}6 
したのち、実i療に国政に参与するJt)j1日lを/j.えられている (IX.592ab)。これに刈し、プラトンの
者作には 1. ィ号たちのg;)Jそのもののイメージがたびたび731場し、 [1' 11家』にはm7;径




ちの山>に移リイ Î:んでいる気になって J いるとすれば、 (11;j家のための~支汗;の tl三jfO)) I 実l(~に力 11
わろうとしないJ(519c) という ]=111により、 mllJの刈象となる。
)ー5!X09巻末j壬には iだが、おそらく Xには能川が備えられていて、それを見ょうと担む人に
は見えるし、見たうえでそこに I~I らを移イ主させようとする二i号にはそれをかなえさせてくれる」
(592b2-3)という --fmがあり、 J:Jj[氾!lil家像をノJ，すイデアそのものが、いわば移{t9己としての 1，1，";)J 
を月三作っているという村引火|までHi:?l[IJすることができる。ただこれも、 i泣終的にプラトンのくと




f/I¥ :01.のお j のイメージをm し、る J~j合があり (592b2-3) 、ホラティウスが『エポディ~ m16敢にお
いてイメージする「半出者ーたちのぬJと、 1WI火|のとで、大きく b1jlなることはないとj巴われる。ただ
プラトンの場合、 ?llíJ Y:~(の比 11合 (VI 1. 514a-521b) においても示唆されているように、J11!主!出家の














;政し \fi'(し([パリノディア J) であると WI~ される。
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nte maturos apenre partus 
lenis、llithyiaちtuerematres、
sive tu Lucina prob札Svocan 
seu Genitalis (Ccmnen S正/(!CII!αre13-16)
[ふさわしく、エイレイテュイアよ、歳月 i)~11:I:J ちれば犯やかなる誕生の道を 1m き、旬:xMtこ
ちを守り給え。あなたがルキナと|呼ばれることをおせられるにせよ、あるいはその名がゲ
ニタリスであるにぺ士よj
この一一節における I}議月が満ちれば_I (maluros partus) という表Jiに泊:目したい口にも等
しく、歳月が満ちれば、平和をもたらす為政者が現れる。祭司ホラティウスにとっては、これを
i守りが:ぇJtuereという命令法を通じてネql々 に析!J@[することが役初なのである口この['己祭1
にまつわる数々の忠い 11\ を、ホラティウスは i可欠 tr~ 4巻のいくつかの詩にしたためている。
世紀祭そのものが、エ|乙手1の君主としてのアウグストゥスの到来を記念する式典であった。
quo nihil maius meliusve teris 
i'ata donaveI‘e bonique divi 
nec dabunt、qUHmvisredeant in aurum 
tempora p丸)r山.
「たとえ 1寺引!H:J司1カがt人、 いにしえのZi2日五E の 11時寺{代'~/にこ b反J ろうとも、有彼交(オクタウイアヌス) よりも{京
プ大ミな、イ俊愛れた人物は、天命が大地にJ[易わなかったし、十q!のJよ(みがこれから!場るということ
もあり得ないであろう j





Phoebus volentem proelia me loqui 
victas et urbis increpuit lyra、
ne parva Tyrrhenum per aequor 
vela darem. (Cα/川 inC/4.15.1-4) 
lij民主JI・や、 1IE!JI~ された 11IJ 々のことを歌おうと意気込んだわたしを、アポロンは竪琴もて 11七
支した。<エトノレリアの{Ii]:iこJ ちっぽけな|机をJLjけfて船Jれするのはょせ>と」
このように叙事詩をjFむホラティウスにとって幸いなことは、友人ウエノレギリウスが fアエネ
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イスJを完成させ、これが広まったことであった口本稿冒頭に01し、た『歌第 4巻第]5歌に
おいて、ホラティウスは『アエネイス.i1 をローマ市民とともに歌おう、と誘っていた。
このような祭司にして l詩人部言者で、あるホラティウスが、ローマの活者たちを導いた I~I 的は、
付1'々 に愛される言葉泣い!の持ち主を育てることであった。それは現実世界にJIHた!の民家を主主
設すべくは身するプラトン主義とは一線をltnし、 「印干和利神1中iド)j股投引Jたる rIミ、J'イ'1作1乍iF2lJ弘i
ことをj走詮とする1抗:i?円仲4引判仲'1中|ドiにJ某i走Lづく;活舌動でで、あつた (ω4秋j火灼くリi一L!一_11994)λ O 
nuplδial11 dices“ego c1is al11icul1、
saeculo fe~山lS referente luccs、
redclicli carl11en， clocilis l11odorum 




ただそれはプラトンのように I~問問 J に|寄りて囚人を導き上げ、るという性質のものではなく、子
供たちにじ|らの型なる詩空間への参入を似し、その言葉を習慣づけるというものであった。
Oeliae tutela c1eae fugaces 
Iyncas et cervos cohibentis arcu‘ 
Lesbiul11 scrvatc pedem meique 
pollicis iじtu川、
rile Latonac puerum C3nentes、
rite crescentcl11 face NoctiluC3111、
prosperal11 f、('ugUI1celerisque pronos 










弐rCilSwdics Eukuh:J 37: 1-2え
ヴーt~ア
~'cあり、























:款に出しても、 な I)~科 [(ú
すべきだと思われる。ここではただ、出16改
の次の~1与を市り J:. め?こい一日
sic est : acerba I~lla 1とひmanos浅主unl
scelu立lue necIs、



















DeliCl1 maiorUlll immcritlls lue言、
Romane、doncc rereじCrlS
labenlis dεorum ei 
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loccla l1igro sil1ulacra rumo. (Cμrl71ino 3.6.1-4) 
[-1!lQ突の身で、~\・は+11先の ~i~ を 1n うべきだ、ローマ人よ o +11般と、十11々 の{Xみゆく御J!Y
と、 N，，~ し\1:iV によって1')れたネ1'1象を新たにするまではj
ここではill1ll1critusはミの身rでJと訳すべきであって、プラトン主義的なニュアンスをイ;J，








利l であれば、それがプラトン流の、まだ I)~ i伎の王子完売を合意するようなかたちでのドリス)孔やブ
リュギア )iF~ でのヨ:J:ぎは、相.l)，~;しいはずがなし\ 0 ij攻況も、まだ完全に切らかというわけではなかっ
た。もっともこのt支 1)告では、ホラティウスはvatcs としての t~1 らの止cJ劫は I~I していたものの、
悦主に村1)，じしい11淵まではまだ明らかにできていなかった。これがマエケナスへの反な!日1し¥
かけというJf~で表されているのであろう。詩人にとって、千平11 を寿ぐ祝祭の IJli調まで明らかとな
るのは、彼自身が前 17~1_:: に「世紀祭J を、主体的にかっ自らの立場を公にする形で祝った後で
あった。その l;Yj~ には{アエネイス j の公子Ij (前19年以降)もすでに市冬えられていた。したがっ
てローマ間氏と平和を1¥比政しうる 11訓としては、「国家jにおいては排斥されたIH調によること
となる。これが rH>>~:~;!í:J ~; 4巻第15;軟における「リュディア調Jの意味であろう。




はこのような分野を、 (j&i沖71)1t学とは一線を Ilnî し、)試みにはIl.~L古典学J と名づけてみたい。
本陥の題 1:1が「典礼古典学序説Jと名づけられるゆえんである。
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